
広報　常陸大宮　　　　平成１９年１１月号４
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　平成20年４月から「高齢者の医療の確保に関する法律」により、市が実施する健診と保健指導の内容が変
わります。
　厚生労働省の調査によると、お腹のまわりに脂肪のつく内臓脂肪型肥満に加え、高脂血症、高血圧、高血
糖の危険因子を複数あわせもつ、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の状態または予備群の人は、
40歳から74歳の男性で２人に１人、女性で５人に１人といわれています。
　そこで、40歳から74歳の医療保険加入者（家族を含む）を対象に、メタボリックシンドロームに着目し
た健診と保健指導が実施されることになりました。
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　現在の健診は、市町村が行う住民健診や事業主が行う職場健診などさまざまで、健診内容も統一されていま
せんでした。しかし、平成20年４月からは、医療保険者の責任で、40歳から74歳の方の健診・保健指導を行
うことが義務づけられ、健診を受けられる方は、加入している医療保険者が行う健診を受けることになります。

　メタボリックシンドロームとは、内臓肥満に加え、高脂血症、高血圧、高血糖という危険因子を２つ以上持っ
ている状態をいいます。メタボリックシンドロームの状態になると、動脈硬化が急速に進み、心臓病や脳卒中
などの循環器病や糖尿病の発症につながりやすくなります。
　新しい健診では、メタボリックシンドロームのもとになる内臓脂肪がたまっていたら危
険であることを受診者に知ってもらい、受診者自らが生活習慣を変えていく支援をするこ
とを目的としています。
   内臓脂肪の危険性を知り、生活習慣病の進行、悪化を食い止めるためにも、１年に１回は
必ず健診を受けましょう。
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　生活習慣病のリスクなどから必要度に応じて、保健師、管理栄養士等による保健指導が行われます。健診後
のサポート体制として、３つの保健指導があります。

１健康な人も含め健診受診者全員に
　問診や健診結果をもとにした生活習慣の見直しや生活習慣改善に必要な情報を提供します。

２メタボ予備軍という人に
　生活習慣改善の必要性をご理解いただいたうえ、改善目標（半年後）を立て、保健師・管理栄養士等が
支援指導していきます。

３メタボに該当という人に
　生活習慣改善の必要性をご理解していただいたうえで、内臓脂肪を減らすための改善目標（半年後）を
立て、保健師・管理栄養士等が継続した健康づくりができるよう支援指導していきます。
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